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九州国際大学教授・博士（観光学） 福島　規子

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

「
浴
衣
の
男
女
柄
違
い
」



ため池決壊対策は道半ば

ホテル・旅館
月の倒産

４
件
、負
債

億
円

帝
国
デ
ー
タ

調

べ

件
数
２
番
目
に
少
な
く

Ｔ
Ｐ
は
３
ヵ
月
連
続
減

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
売
上
高
月確報

月の第３次産業活動指数

「一部に弱さも持ち直し」

 年 の
景気見通し


％
が「
回
復
局
面
」

帝
国
デ
ー
タ

企
業
調
査

旅
館
は
大
幅
上
向
き

「
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

旅
館
で
約
半
数
回
答

日
本
公
庫
調
査

１
年
５
ヵ
月
ぶ
り

判
断
を
上
方
修
正


月
の
月
例
経
済
報
告

旅
行
業
者
の
倒
産

前
年
と
同
数
の
３
件

Ａ
旅
館
で
は
、
浴
衣
の
図
柄

や
下
駄
を
男
女
別
で
変
え
て
い

る
。
男
性
に
は
縞し

ま

柄
、
女
性
に

は
花
柄
の
浴
衣
を
そ
ろ
え
、
下

駄
も
男
性
に
は
藍
色
の
鼻
緒
、

女
性
に
は
茜あ

か
ね

色
の
鼻
緒
で
小

ぶ
り
な
も
の
を
並
べ
る
。
そ
こ

に
は
、
男
性
は
縞
柄
で
藍
色
、

女
性
は
花
柄
で
茜
色
と
い
っ

た
、
性
差
に
対
す
る
社
会
的
あ

る
い
は
文
化
的
な
固
定
観
念
や

偏
見（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
）

が
潜
ん
で
い
る
。

さ
て
、
今
回
は
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
話
。
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
は
「
出
生
時
に
割

り
当
て
ら
れ
た
性
別
」
と
自
分

が
認
識
し
て
い
る
性
別
、
い
わ

ゆ
る
「
性
自
認
」
が
異
な
る
こ

と
を
指
す
。

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
一
つ
と
し
て
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
Ｔ
（
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
が
「
性
自

認
」
と
「
生
物
学
的
性
別
」
に

よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
に
対

し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
は
「
性
自
認
」
と

「
性
的
指
向
」
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
詳
し
く

見
て
い
こ
う
。

Ｌ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
）
の
女
性

：
性
自
認
は
女
性
、
性
的
指
向

も
女
性
。

Ｇ
（
ゲ
イ
）
の
男
性
：
性
自

認
は
男
性
、性
的
指
向
も
男
性
。

Ｂ
（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
）
の

女
性
：
性
自
認
は
女
性
だ
が
、

性
的
指
向
は
女
性
で
も
男
性
で

も
。Ｂ

（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
）
の

男
性
：
性
自
認
は
男
性
だ
が
、

性
的
指
向
は
女
性
で
も
男
性
で

も
。こ

の
よ
う
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
は

「
生
物
学
的
性
別
」
と
「
性
自

認
」
は
一
致
す
る
。
そ
の
上
で

「
性
的
指
向
」
を
同
性
と
す
る

か
、
同
性
ま
た
は
異
性
の
両
方

と
す
る
か
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
の
特
徴
で

あ
る
。

一
方
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
は
「
生
物
学
的
性
別
」
と

「
性
自
認
」
は
異
な
り
、
「
性

的
指
向
」
も
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。

た
と
え
ば
、
タ
レ
ン
ト
の
は

る
な
愛
さ
ん
は
「
出
生
時
に
割

り
当
て
ら
れ
た
性
別
は
男
性
」

だ
が
、
「
性
自
認
は
女
性
」
で

あ
る
。
「
恋
愛
対
象
は
男
性
」

と
「
性
的
指
向
」
を
明
言
し
て

い
る
の
で
、
彼
女
は
「
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
女
性
」
と
い

え
る
。
た
だ
、
全
て
の
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
、
は
る
な
愛

さ
ん
の
よ
う
に
性
自
認
に
合
わ

せ
た
格
好
を
す
る
と
は
限
ら
な

い
。一

方
、
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク

ス
さ
ん
の
よ
う
に
「
性
自
認
は

男
性
」で「
性
的
指
向
も
男
性
」

だ
が
、
女
装
を
す
る
ゲ
イ
も
い

る
。
女
装
を
し
て
い
て
も
、
彼

は
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で

は
な
い
。

そ
こ
で
、冒
頭
の
浴
衣
の
話
。

は
る
な
愛
さ
ん
の
よ
う
に
ご
本

人
の
性
自
認
が
服
装
な
ど
に
よ

っ
て
明
示
化
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
女
性
用
の
浴
衣
と
下
駄
を

用
意
し
て
も
問
題
な
い
。だ
が
、

明
示
化
し
て
い
な
い
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
し
、
男
女
で

色
柄
を
分
け
た
浴
衣
を
提
供
す

る
こ
と
は
配
慮
に
欠
け
る
。
ほ

か
に
も
宿
泊
カ
ー
ド
の
性
別
欄

や
大
浴
場
の
男
女
別
な
ど
セ
ク

シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配

慮
が
行
き
届
い
て
い
な
い
点
は

多
々
あ
る
。

多
方
面
か
ら
知
見
を
借
り
な

が
ら
、
旅
館
業
界
と
し
て
の
解

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

私
た
ち
は
、
小
中
学
生
の

頃
、
た
め
池
で
泳
い
だ
。
危

険
を
そ
れ
ほ
ど
感
じ
ず
、
上

級
生
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ

た
。
か
か
る
た
め
池
の
土
手

は
、
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い

て
、
シ
ー
ズ
ン
は
町
内
の
人

た
ち
の
花
見
客
で
に
ぎ
に
ぎ

し
か
っ
た
。
が
、
突
然
、
そ

の
桜
の
木
が
悲
し
い
こ
と
に

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
根
が

張
り
過
ぎ
て
、
堤
防
の
決
壊

の
可
能
性
が
出
て
き
た
か
ら

だ
と
耳
に
し
た
。
私
た
ち
の

故
郷
原
風
景
の
中
に
、
た
め

池
が
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で

農
業
が
で
き
た
。

た
め
池
は
、
周
辺
の
田
に

水
を
供
給
す
る
役
割
だ
け
で

は
な
く
、
防
災
の
た
め
の
貯

水
池
で
も
あ
っ
た
。
大
雨
に

な
る
と
水
利
組
合
の
人
が
、

堰せ
き

で
水
量
を
調
節
し
て
決
壊

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。

フ
ナ
や
コ
イ
の
養
殖
も
し
て

い
て
、
池
を
管
理
す
る
水
利

組
合
の
収
入
源
と
も
な
っ
て

い
た
。
冬
場
の
水
量
が
減
少

し
た
時
、
網
で
魚
を
取
る
風

景
は
冬
の
風
物
詩
だ
っ
た
。

ま
た
、
ハ
ス
池
も
あ
り
、
正

月
前
に
は
レ
ン
コ
ン
を
掘
っ

た
。
ヒ
シ
池
も
あ
っ
て
、
種

は
ゆ
で
る
と
栗
の
よ
う
に
お

い
し
く
、
私
た
ち
は
大
き
な

タ
ラ
イ
に
乗
っ
て
ヒ
シ
取
り

を
し
た
。

農
村
部
で
暮
ら
す
人
た
ち

に
と
っ
て
、
た
め
池
は
生
活

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
た

し
、農
家
も
多
か
っ
た
た
め
、

き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
毎
日
新
聞

の
全
国
調
査
（
２
０
２
１
年

６
月
）
に
よ
れ
ば
、
全
国
大

小
約

万
カ
所
あ
る
農
業
用

た
め
池
の
う
ち
、
豪
雨
や
地

震
な
ど
が
起
き
れ
ば
、
実
に

５
千
カ
所
以
上
の
た
め
池
が

決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
。
す
で
に
過
去

年
で
約

４
０
０
カ
所
の
た
め
池
の
決

壊
が
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
た

が
、
河
川
や
海
岸
な
ど
の
水

害
に
比
べ
対
策
は
遅
れ
て
い

る
と
い
う
。

た
め
池
の
周
辺
に
住
宅
地

も
あ
る
た
め
、
決
壊
防
止
策

が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
問
題

は
た
め
池
の
所
有
者
が
判
然

と
し
な
い
点
で
あ
る
。
数
年

前
、
私
の
故
郷
の
た
め
池
は

町
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
す

で
に
農
業
用
に
使
用
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
埋
め
立
て

ら
れ
、
土
地
に
し
て
売
却
し

た
。
が
、
た
め
池
の
歴
史
は

古
く
、
築
造
時
期
が
江
戸
時

代
以
前
の
も
の
も
多
く
あ

り
、
権
利
関
係
が
複
雑
す
ぎ

る
と
い
う
。
で
、
毎
日
新
聞

に
よ
れ
ば
、
所
有
者
す
ら
不

明
の
た
め
池
が
多
く
、
自
治

体
が
手
を
付
け
づ
ら
い
と
い

う
事
情
が
あ
る
と
い
う
。

２
０
１
９
年
７
月
、
「
農

業
用
た
め
池
の
管
理
・
保
全

法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
た
め

池
の
所
有
者
が
、
都
道
府
県

に
届
け
出
を
義
務
化
さ
せ
る

法
で
あ
る
。
政
府
は
、
今
ま

で
た
め
池
を
野
放
し
に
し
て

い
た
が
、
防
災
上
も
大
切
な

古
く
か
ら
の
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
農
業
用
の
た

め
池
を
管
理
、
保
全
す
る
こ

と
に
し
た
の
だ
。
も
し
決
壊

す
れ
ば
、
人
的
被
害
も
予
想

さ
れ
る
だ
け
に
、
野
放
し
に

で
き
な
い
と
気
づ
い
た
の
で

あ
る
。水
資
源
の
重
要
性
は
、

農
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い

が
、
ま
ず
安
全
な
た
め
池
に

す
る
姿
勢
を
政
府
は
明
確
に

し
た
。

各
自
治
体
は
、
管
内
に
あ

る
た
め
池
の
所
有
者
を
確
定

さ
せ
、
防
災
用
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
住
民
に
危

険
性
を
喚
起
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
た
め
池
の

さ
ら
な
る
有
効
利
用
に
つ
い

て
も
自
治
体
は
住
民
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
の

祖
先
が
手
作
業
で
造
っ
て
く

れ
た
た
め
池
を
、
大
切
に
し

つ
つ
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ

の
た
め
に
活
用
で
き
な
い
か

議
論
し
て
ほ
し
い
。
た
め
池

に
興
味
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
た
め
池
の
安
全
、
保
全

に
つ
な
が
る
。

毎
日
新
聞
の
調
査
で
は
、

「
た
め
池
決
壊
対
策
」
は
道

半
ば
だ
と
い
う
。
河
川
の
洪

水
、
津
波
、
静
岡
県
熱
海
市

の
よ
う
な
土
砂
災
害
等
の
対

策
に
、
政
府
も
自
治
体
も
傾

注
し
て
い
て
、
た
め
池
に
ま

で
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
気
候
の

変
化
に
伴
っ
て
、
毎
年
、
大

雨
に
泣
か
さ
れ
る
日
本
。
た

め
池
が
全
国
に
あ
る
た
め
、

決
壊
対
策
に
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
多
言
を
ま
つ

ま
で
も
な
い
。

私
た
ち
が
子
ど
も
時
代
、

た
め
池
の
土
手
も
遊
び
場
だ

っ
た
。
水
際
が
危
険
と
い
う

意
識
も
な
か
っ
た
が
、
人
々

の
農
業
離
れ
が
進
み
、
土
手

の
草
刈
り
を
す
る
人
た
ち
も

減
っ
て
き
た
。
水
利
組
合
だ

け
で
は
、
遺
産
た
る
た
め
池

の
管
理
が
困
難
な
時
代
を
迎

え
て
い
る
。
「
農
業
用
た
め

池
の
管
理
・
保
全
法
」
を
活

用
し
て
、
ま
ず
安
全
な
た
め

池
と
し
て
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。自

治
体
は
、
所
有
者
で
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
た
め
池

に
配
慮
し
な
い
の
で
は
困

る
。
大
災
害
の
可
能
性
も
あ

る
上
に
、
活
用
次
第
に
よ
っ

て
は
大
き
な
資
源
と
も
な
り

得
る
。
大
賀
ハ
ス
の
美
し
い

た
め
池
も
魅
力
的
で
、
観
光

資
源
と
も
な
り
得
る
。
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帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
２
１
年

月
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
経
営
業
者
の

倒
産
（
負
債
１
千
万
円
以
上

の
法
的
整
理
）
は
４
件
、
負

債
総
額
は

億
４
８
０
０
万

円
だ
っ
た
。
件
数
は
前
年
同

月
比
２
件
、
前
月
比
１
件
そ

れ
ぞ
れ
減
少
。
同
年
で
は
４

月
（
３
件
）
に
続
き
、
１
、

６
月
と
並
ん
で
２
番
目
に
少

な
か
っ
た
。

負
債
総
額
は
前
年
同
月
比

２
３
５
・
８
％
増
加
。
前
月

比
は

・
２
％
減
少
し
た
。

同
年
の
倒
産
件
数
は
３
月

（

件
）
を
除
き
、
全
て
１

桁
台
。
負
債
総
額
は
５
月
に

大
型
倒
産
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
累
計
で
前
年
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比

・
４
％

減
の

件
。
負
債
総
額
が
同

１
１
２
・
２
％
増
の
１
４
０

５
億
７
４
０
０
万
円
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
２
１
年

月
の

旅
行
業
者
の
倒
産
（
負
債
１

千
万
円
以
上
の
法
的
整
理
）

は
３
件
、
負
債
総
額
は
９
５

０
０
万
円
だ
っ
た
。
件
数
は

前
年
同
月
、
前
月
と
同
数
。

負
債
総
額
は
前
年
同
月
比


・
４
％
、
前
月
比

・
２
％

減
少
し
た
。

１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比

・
７
％

増
の

件
。
負
債
総
額
は
前

年
に
大
型
倒
産
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
同

・
９
％
減
の


億
５
９
０
０
万
円
と
大
き

く
減
少
し
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
２
２
年
の
景

気
見
通
し
に
対
す
る
企
業
の

意
識
調
査
を
行
っ
た
。
同
年

の
景
気
を
「
回
復
局
面
」
と

す
る
企
業
割
合
は
前
年
調
査

比
（

年

月
調
査
）
８
・

５
㌽
増
の

・
３
％
。
旅
館

・
ホ
テ
ル
が

・
４
㌽
増
の


・
６
％
、
娯
楽
サ
ー
ビ
ス

が

・
２
㌽
増
の

・
０
％

と
、
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
業

の
見
通
し
が
大
幅
に
上
向
い

た
。
一
方
、
同
年
の
景
気
に

悪
影
響
を
与
え
る
懸
念
材
料

は
「
原
油
・
素
材
価
格
の
上

昇
」
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。

調
査
は

年

月
、
全
国

２
万
３
６
７
９
社
に
実
施
。

１
万
１
５
０
４
社
が
回
答
し

た
。

年
の
景
気
に
つ
い
て
、

「
踊
り
場
局
面
」
と
す
る
回

答
が

・
９
％
と
最
も
多
か

っ
た
。
次
い
で
「
分
か
ら
な

い
」
が

・
２
％
。
「
悪
化

局
面
」
は

・
６
％
と
最
も

少
な
く
、

・
３
％
の
「
回

復
局
面
」
を
下
回
っ
た
。
悪

化
局
面
は
前
年
調
査
か
ら


・
８
㌽
減
少
し
た
。

愛
媛
県
の
旅
館
か
ら
「
感

染
拡
大
が
急
速
に
落
ち
着

き
、
〝
修
学
旅
行
を
す
る
な

ら
、今
〟と
い
う
空
気
の
中
、


～

月
は
修
学
旅
行
の
受

け
入
れ
ラ
ッ
シ
ュ
状
態
。
一

般
の
お
客
さ
ま
の
動
き
も
活

発
化
し
て
き
て
お
り
、
忙
し

い
日
々
」
と
の
声
が
挙
が
っ

て
い
る
。


年
の
景
気
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
懸
念
材
料
を
三
つ
ま

で
の
複
数
回
答
で
尋
ね
た
。

最
も
多
か
っ
た
の
が
「
原
油

・
素
材
価
格（
上
昇
）」で
、


・
５
％
と
、
前
年
調
査
か

ら

・
２
㌽
の
大
幅
増
と
な

っ
た
。

以
下
、
「
感
染
症
に
よ
る

影
響
の
拡
大
」（

・
５
％
、

同

・
４
㌽
減
）
、
「
人
手

不
足
」
（

・
６
％
、
同


・
５
㌽
増
）、「
中
国
経
済
」

（

・
７
％
、
同
９
・
６
㌽

増
）
、
「
為
替
（
円
安
）
」

（

・
９
％
、
同

・
７
㌽

増
）
な
ど
。

今
後
の
景
気
回
復
に
必
要

な
政
策
も
複
数
回
答
で
聞
い

た
。
１
位
は
「
感
染
症
の
収

束
」
で

・
３
％
。
以
下
、

「
原
材
料
不
足
や
価
格
高
騰

へ
の
対
策
」（

・
４
％
）、

「
中
小
企
業
向
け
支
援
策
の

拡
充
」
（

・
４
％
）
、

「
個
人
消
費
の
拡
大
策
」

（

・
１
％
）
、
「
所
得
の

増
加
」
（

・
１
％
）
が
続

い
た
。

経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
２
０
２
１
年

月

の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

は
、
宿
泊
業
が
前
月
比

・

２
％
増
の

・
４
。
こ
の
う

ち
旅
館
が

・
４
％
増
の


・
８
。
ホ
テ
ル
が

・
３
％

増
の

・
１
だ
っ
た
。
第
３

次
産
業
全
体
は
１
・
５
％
増

の

・
４
。
調
査
で
は
現
状

判
断
に
つ
い
て
「
総
じ
て
み

れ
ば
第
３
次
産
業
は
一
部
に

弱
さ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

持
ち
直
し
の
兆
し
」
と
、
前

月
の
「
足
踏
み
の
中
に
弱
さ

が
見
ら
れ
る
」
か
ら
上
方
修

正
し
た
。

ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

旅
行
業
が

・
４
％
増
の


・
６
。
こ
の
う
ち
国
内
旅
行

が

・
１
％
増
の

・
３
。

海
外
旅
行
が
３
・
１
％
減
の

３
・
１
。
外
人
旅
行
が

・

６
％
減
の

・
２
。

遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

は

・
５
％
増
の

・
０
。

航
空
旅
客
運
送
業
は

・
７

％
増
の

・
９
。
道
路
旅
客

運
送
業
は

・
１
％
増
の


・
５
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
観
光

関
連
産
業
全
体
は

・
９
％

増
の

・
４
。

経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の
２
０
２
１
年


月
分
確
報
を
公
表
し
た
。

対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
趣
味

・
娯
楽
関
連
５
業
種
の
売
上

高
は
、
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ

ー
ク
（
Ｔ
Ｐ
）
が
前
年
同
月

比
８
・
７
％
減
の
２
９
２
億

７
８
０
０
万
円
と
、
３
カ
月

連
続
で
減
少
し
た
。
同
月
は

ゴ
ル
フ
場
と
ゴ
ル
フ
練
習
場

の
２
業
種
が
増
加
し
た
。

Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
収
入
が

８
・
８
％
減
少
。
入
場
者
数

は
一
般
が

・
１
％
減
少
、

団
体
が
２
・
１
％
増
加
し
、

全
体
で
９
・
１
％
減
少
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
は

・
５
％
増

の
１
０
２
億
３
７
０
０
万
円

と
２
カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
料
金
収
入
が

・
０
％
、

利
用
者
数
が
８
・
６
％
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。

ゴ
ル
フ
練
習
場
は
２
・
７

％
増
の

億
８
７
０
０
万
円

と

カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
者
数
が
３
・
５
％
増
加
し

た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
６
・
７

％
減
の

億
５
５
０
０
万
円

と
５
カ
月
連
続
で
減
少
。
利

用
者
数
が
６
・
８
％
減
少
し

た
。パ

チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
３
・

９
％
減
の
２
０
８
３
億
２
１

０
０
万
円
と
４
カ
月
連
続
で

減
少
し
た
。

対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
教

養
・
生
活
関
連
５
業
種
の
売

上
高
は
、結
婚
式
場
業
、フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
学
習
塾

の
３
業
種
が
前
年
同
月
比
増

加
。
結
婚
式
場
業
が

・
４

％
増
と
大
き
く
増
加
し
た
。

政
府
は
こ
の
ほ
ど
２
０
２

１
年

月
の
月
例
経
済
報
告

を
決
定
し
た
。
景
気
の
基
調

判
断
は
「
厳
し
い
状
況
が
徐

々
に
緩
和
さ
れ
る
中
で
、
こ

の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き

が
み
ら
れ
る
」
と
、
判
断
を

１
年
５
カ
月
ぶ
り
に
上
方
修

正
し
た
。
前
月
は
「
引
き
続

き
持
ち
直
し
の
動
き
に
弱
さ

が
み
ら
れ
る
」
だ
っ
た
。

各
論
で
は
、
個
人
消
費
を

前
月
の
「
一
部
に
弱
さ
が
残

る
も
の
の
、
持
ち
直
し
の
動

き
が
み
ら
れ
る
」
か
ら
「
こ

の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
て
い

る
」
に
上
方
修
正
し
た
。
旅

行
に
つ
い
て
「
極
め
て
低
い

水
準
が
続
い
て
い
る
」
と
し

な
が
ら
も
、
国
内
旅
行
を

「
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら

れ
る
」
と
し
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、

飲
食
な
ど
生
活
衛
生
関
係
営

業
の
価
格
動
向
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

仕
入
れ
価
格
が
前
年
に
比
べ

て
上
昇
し
た
企
業
割
合
は
、

ホ
テ
ル
・
旅
館
が

・
５
％

と
約
半
数
が
回
答
し
た
。

こ
の
ほ
か「
変
わ
ら
な
い
」

が

・
９
％
。「
低
下
し
た
」

は
１
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

仕
入
れ
価
格
上
昇
の
経
営

悪
化
へ
の
影
響
は
、
「
あ
る

程
度
影
響
が
あ
る
」
が

・

４
％
、
「
か
な
り
影
響
が
あ

る
」
が

・
８
％
。
９
割
が

何
ら
か
の
影
響
が
あ
る
と
回

答
し
て
い
る
。




